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IP-5 　上肢筋活動からみた生活活動の定量化
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('九州女子大2元山口大学)

ポスターセッション

（目的）低強度の生活活動モデル動作を上肢筋活動量によって定量化するために表面筋電図法に

よる測定、波形積分解析を行い筋放電量を求めた。筋活動量の基準として徒手筋力検査法（ＭＴ）

による評価段階fair （良）の筋放電量測定値を用い、それに対する作業時の%M Tfairを算出し

て､筋負担量とした。

　（方法）健常な男女大学生９名を被験者として、合計３回の計測実験を行った。ＭＴ基本動作お

よび日常作業12種類について右側（利き腕側）中部三角筋、上腕二頭筋、上腕三頭筋、円回内筋

の表面筋電図波形を導出した（日本光電マルチテレメータシステムWER－5000）。 MaC－Lab／8e

による波形積分解析を行い、測定筋ごとの作業時放電量（mV/lOsおよびmV/O. 5s）および各筋の

MTfairに対する作業時比率（％MTfairlOおよび％MTfair0.5）を求めて筋負担量とした。

　（結果と考察）文字を書く（RMRO. 2）、ズボン着・脱（0.5）、キャベツの千切り､大根すりおろし

　（1.6）、ほうきではく（2.2）、ふとん上げ･下ろし（3.5）などにおける四筋の筋電図波形を記録

し､10秒間当たりおよび0.5秒間の積分値を求めた。筋負担量からみた作業強度：どの作業でも筋

負担量の最も低い筋は三角筋だった。逆に最も筋負担量の大きい筋は円回内筋だった。とくに調

理操作、衣服の着脱などの局部的筋活動作業では、「おもいふとん上げ」など以上に高い筋負担

量を示した。筋負担量は多くの作業において女子が男子を上回った。筋負担量からみて強度の高

い作業は男女とも共通していた。

IP-6　　　マウスのコレステロール負荷実験によるβ－カロテンを失活させたドナリェラ

　　　　　　抽出物の血漿コレステロール低下作用

　　　　　　○塩見　卓也　馬淵　栄実　林　勝彦　（株）日健総本社

　【目的】　近年、食生活の欧米化に伴い高脂血症が増加し、この高脂血症は動脈硬化性疾患の

発症の重要な一因となっている。特に高コレステロール血症は高率に動脈硬化を発症すること

が知られており、動脈硬化発症の予防には高脂血症の治療が不可欠である。我々は現在コレス

テロール負荷動物を使用した実験において、ドナリェラ藻体パウダー及びドナリェラ藻体パウ

ダーより抽出したβ－カロテンに脂質低下作用があることを検討してきた。本報告ではドナリェ

ラβ－カロテンを失活させたドナリェラ抽出物の脂質低下作用をコレステロール負荷マウスの試

験にて検討した。

　【方法】　５週齢雄ddy系マウスを一群6匹として、1）β－カロテンを失活させたドナリェラ抽出

物群2）1%コレステロール食群3）コントロール群（MF飼料）の３群にわけ、12日間試料を経口

投与した。血液を採取し、総コレステロール、HDL－コレステロール、トリグリセライドを測定

し、血漿LDL濃度を算出した。また同様な方法で行ったドナリェラ抽出物の脂質低下作用実験と

の検討も併せて行った。

　【結果と考察】　β－カロテンを失活させたドナリェラ抽出物群は、総コレステロール、LDL－コ

レステロール、トリグリセライドとも1%コレステロール食群と比較して、有意な低下が認めら

れなかった。　β－カロテンを含んだドナリェラ抽出物については総コレステロール、LDL－コレス

テロールの低下が認められたことから、ドナリェラ抽出物の脂質低下作用にβ－カロテンの関与

が明らかになった。
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